
科目名 

化 学 

 

科目分類 
■基礎教育科目 □専門教育科目 

□卒業必修 □栄養士必修 ■選択 

開講年次 ■１年 □２年  

英文表記 Chemistry 開講期間 ■前期 □後期 □通年 □集中 

ふりがな いけだ たかゆき 授業形態・修得単位      講義 ・  2 単位  

担当教員名 池田 隆幸 
実施方法 

■対面のみ  □遠隔のみ 

□対面・遠隔併用 

実務家教員担当科目  

授業のテーマ 化学的な視点を身につけ、栄養学分野の事象について理解を深める。 

授業概要 
・高校の化学基礎レベルから平易に説明し、原子の構造から物質や水溶液の成り立ち、化学反応を理解し、栄

養学を学ぶためのより深く確実な知識を修得し、また化学的な論理性も養うように講義を進める。 

到達目標 
・専門分野の講義の基礎となる物質の成り立ちを理解できる。 

・水と特殊性を理解し、身の回りで起こる生体反応について説明できる。 

授業時間外の 

学習 

・生活する中でのいろいろな化学的情報に興味を持つこと。事前にシラバスを見て、次回の内容について

教科書・プリントを読み、内容を把握した上で授業に臨むこと。常に復習(週に最低 60 分程度)を心がけ、 

わからない部分は本あるいは信頼できるインターネットサイト等で調べたり、教員に質問したりするなど

して理解に努めること。 

履修条件 ・高校時の「基礎化学」を理解していること 

授業計画  

第１回 テーマ： 化学 これまでの勉強とこれからの勉強 ガイダンス 

第2回 テーマ： 栄養学と化学とのかかわりⅠ 

第３回 テーマ： 水について知るⅠ 

第４回 テーマ： 水について知るⅡ 

第５回 テーマ： 元素・原子・分子とは何かⅠ 

第６回 テーマ： 元素・原子・分子とは何かⅡ 

第７回 テーマ： 元素・原子・分子とは何かⅢ 

第８回 テーマ： 溶液の濃度Ⅰ 

第９回 テーマ： 溶液の濃度Ⅱ 

第10回 テーマ： 溶液のいろいろな性質Ⅰ  

第11回 テーマ：溶液のいろいろな性質Ⅱ 

第12回 テーマ：酸と塩基Ⅰ 

第13回 テーマ：酸と塩基Ⅱ 

第14回 テーマ： エネルギー 

第15回 テーマ： 化学反応 

第16回 定期試験 

テキスト 土居純子「栄養化学イラストレイテッド 基礎化学」羊土社 

参考文献・資料 
北原 重登ら「食を中心とした化学(第 5 版）」（株）東京教学社、有井 康博ら「食と栄養を学ぶための

化学」（株）化学同人 

成績評価の方法 
出席回数が規定に満たなかった場合及び授業料その他納入金等の全額を納めていない場合は試験を受け

ることができません。定期試験（80%）および普段の小テスト等（20%）により評価する。 

成績評価基準 秀(100～90点)、優(89～80点)、良(79～70点)、可(69～60点)、不可(59点以下) 

オフィスアワー いつでもOKです。 

受講生に 

望むこと・受講

のルール 

常に科学的な事象に興味を持って目を向け、疑問点は自ら調べる習慣を付けること。質問はいつでも OK

ですが、毎回の質問カードで質問を受け付け、次回に回答します。 

 


